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1998年度 


名古屋市内で1日だけの開催。参加数：600名。総額：144万円。


会場：名古屋市公会堂／日本福祉大学が会場を無料提供。


全体会基調講演①「今、まちづくりとは」、②「市民が作る復興計画。―阪神淡路大震災の教訓」


10のテーマ別分科会


①「災害と市民活動」、②「協働型まちづくりの主体とシステム」、③「水と緑。里山をいかす」、④「よみがえれ農山村」、⑤「中心市街地の活性化」、⑥「人にやさしいまちづくり」、⑦「多文化共生のまち。－国際化と人権」、⑧「こどもたちとまちづくり」、⑨「歴史や文化をいかしたまちづくり」、⑩「地域メディアでまちをつなごう」、⑪「学生･若者の交流」。








1999年度 


●２ケ月間、岐阜県内各地18会場で開催。参加総数：3900名。支出総額：468万円。


・オープニング記念シンポジウム「まちづくりにおける地域資源の評価と活用」（郡上郡大和町）


・まとめの総括集会「未来を語る。―21世紀のまちづくり」（岐阜市）


15のテーマ別分科会


①「防災とまちづくり」（海津町）、②「協働型まちづくりの主体とシステム」（多治見市）、③「水と緑。里山をいかす」（岐阜市）、④「よみがえれ農山村」（加子母村）、⑤「中心市街地の活性化を考える」（大垣市）、⑥「人にやさしいまちづくり」（岐阜市）、⑦「多文化共生のまち。－国際化と学習」（大垣市）、⑧「こどもたちとまちづくり」（岐阜市）、⑨「地域の歴史・文化・環境を活かすまちづくり」（郡上郡大和町）、⑩「メディアで地域をつなごう」（可児市）、⑪「ジェンダーフリーのまちづくり」（多治見市）、⑫「まちにやさしい人づくり」（高山市）、⑬「人と水の接点を大切にしたまちづくり」（岐阜市）、⑭「住民参加による自然環境･まちづくり」（岐阜市）、⑮「ＮＰＯをつくる」（郡上郡大和町）。








2000年度 


●　3ケ月間、三重県内各地28会場で開催。参加総数：14000名。支出総額：50万円（共通経費のみ）


オープニングセレモニー「21世紀のまちづくり」「テレビ会議」と最後の総括集会「実現するまちづくりを考えよう」、


２８のテーマ別集会。


①「防災体験フェスティバル」（松阪市）、②「協働型まちづくりの主体とシステム」（伊勢市）、③「里山を21世紀にどういかすか」（津市神戸）、④「よみがえれ農山村」（飯高町）、⑤「中心市街地の活性化」（名張市）、⑥「こどもたちとまちづくり」（７会場：四日市2、津2、伊勢2、桑名）、⑦「地域の歴史・文化・環境を活かすまちづくり」（桑名市）、「歴史･文化まちづくりの祭典」（菰野町）、⑧「地域のメディア・こう使こたらおもろいで」（鈴鹿市）、⑨「ジェンダーフリーのまちづくり」（津市）、⑪「水辺に心のやすらぎを求めて」（海山町）、⑫「海から見た環境汚染」（鳥羽市）、⑬「循環型社会ってなーに」（四日市市）、⑭「ＮＰＯとは何か」（津市）、⑮「俳句でまちづくり」（久居市）、⑯「円卓会議。広域のまちづくり」（多度町）、⑰「全国地域通過サミット」（四日市市）、⑱「市民参加ワークショップ講座」（志摩町）、⑲「音楽と自然がもたらす心のいやし」（尾鷲市）。











通算実績


3年間で、合計18500名の参加者数。


講師、パネラー、コーディネーターの総数300名余。


実行委員（会）への参加者数200名以上。


開催会場数、58会場。　


要した費用、650万円。（三重県では分科会は独立採算）


講師・実行委員などは「謝金無し、交通費等経費自費が原則。遠方のみ考慮」でボランティア参加。


共催・後援・協賛団体数（分科会独自分含まず）、愛知、岐阜、三重、静岡など開催地の自治体など65団体。　
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